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企
業
と
学
生
の
採
用
・
就
職
活
動
支
援
と
原
子
力
産
業
界
へ
の

理
解
向
上
を
目
的
と
し
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
原

子
力
産
業
セ
ミ
ナ
ー
二
○
二
四
』」（
主
催
＝
原
産
協
会
／
関
西
原

子
力
懇
談
会
）
が
十
月
一
五
日
、
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー

（
東
京
・
港
区
）
で
開
催
さ
れ
、
企
業
・
機
関
四
二
社
が
出
展
し
、

二
五
八
名
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
三
一
名
を
含
む
）
の
学
生
ら
が

訪
れ
た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
例
年
同
様
、
大
阪
で
も
開
催
（
十
月

二
九
日
）
さ
れ
る
予
定
で
、
東
京
会
場
に
参
加
し
た
企
業
・
機
関

も
含
め
三
四
社
が
出
展
し
た
。
い
ず
れ
の
会
場
と
も
参
加
企
業
・

機
関
数
は
昨
年
度
を
上
回
り
、
東
京
会
場
の
来
場
者
数
は
お
よ
そ

三
割
増
と
な
っ
た
。

　

今
回
、
初
参
加
の
（
株
）
Ｂ
ｌ
ｏ
ｓ
ｓ
ｏ
ｍ　

Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ

は
、
革
新
炉
研
究
開
発
に
取
り

組
む
設
立
か
ら
間
も
な
い
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
。
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
で
二
○
年
間
に
わ

た
り
高
温
ガ
ス
炉
の
運
転
・
保

守
・
研
究
開
発
に
従
事
し
て
き

た
と
い
う
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
濱
本
真
平

氏
は
、
か
つ
て
指
導
を
受
け
た

上
司
の
気
概
を
回
顧
し
な
が
ら
、

「
人
が
減
っ
て
し
ま
え
ば
ど
ん
な

産
業
も
衰
退
す
る
」
と
の
思
い

を
強
く
感
じ
後
進
の
育
成
を
目

指
し
て
セ
ミ
ナ
ー
に
出
展
し
た

と
話
し
て
い
る
。

　

放
射
線
機
器
を
手
掛
け
る

セ
ー
コ
ー
・
イ
ー
ア
ン
ド
・
ジ
ー

（
株
）
は
二
年
ぶ
り
の
参
加
と

な
っ
た
が
、
自
身
も
同
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
と
い
う
採
用
担
当
者
は
、
食
品
や
芸
術
系
な
ど
、
多

様
な
分
野
の
学
生
か
ら
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
小
惑

星
「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
」
の
試
料
分
析
の
放
射
線
測
定
に
関
す
る
説
明

に
注
目
が
集
ま
っ
た
と
話
し
て
い
る
。

　

初
回
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
る
原
子
力
発
電
環
境
整
備

機
構
の
担
当
者
は
、「
今
回
は
原
子
力
関
係
の
学
生
が
多
い
」、「
学

校
の
授
業
で
地
層
処
分
に
つ
い
て
聞
い
た
と
い
う
学
生
が
多
い
」

と
印
象
を
話
し
て
い
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
訪
れ
た
都
内
の
大
学
で
原
子
力
を
専
攻
す
る
学
生

（
三
年
生
）
三
名
の
グ
ル
ー
プ
に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、Ａ
さ
ん
「
こ

れ
ま
で
耳
に
し
な
か
っ
た
企
業
も
あ
る
が
、
さ
ら
に
色
々
な
ブ
ー

ス
を
回
っ
て
み
た
い
」。
Ｂ
さ
ん
「
新
型
炉
開
発
に
期
待
し
た
い
」。

Ｃ
さ
ん
「
原
子
力
に
関
す
る
知
識
を
一
般
に
提
供
す
る
場
が
必
要

だ
と
思
う
」
な
ど
と
語
っ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
市
出
身

の
偉
大
な
経
済
学
者
・
思
想
家
（
そ
の
二
）
を
紹
介
し
た
い
。。

一
八
八
一
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
レ
ン
ベ
ル

ク
（
現
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
リ
ヴ
ィ
ウ
）
に
生
ま
れ
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・

フ
ォ
ン
・
ミ
ー
ゼ
ス
は
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
法
学
を
学
ぶ
が
、
カ
ー

ル
・
メ
ン
ガ
ー
の
「
経
済
学
原
理
」
に
よ
り
経
済
学
に
目
を
開
か

れ
る
。
一
九
○
六
年
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
法
学
博
士
号
を
取
得
し
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
財
務
省
に
勤
務
し
た
。
一
三
年
か
ら
二
五
年

間
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教
授
を
務
め
、
三
四
年
か
ら
四
○
年
ま
で
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
の
上
級
国
際
研
究
所
教
授
を
務
め
た
。
戦
時
中
の
四
○
年

に
は
米
国
に
亡
命
し
て
自
由
な
立
場
で
教
育
や
執
筆
活
動
を
し
、

四
五
年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
教
授
に
就
任
し
た
。
ミ
ー
ゼ
ス

の
「
貨
幣
と
銀
行
信
用
の
理
論
」
で
は
、
通
貨
の
価
格
あ
る
い
は

購
買
力
は
、
需
要
と
供
給
に
よ
っ
て
定
ま
る
が
、
そ
の
需
要
は
通

貨
の
直
接
効
用
で
な
く
、
通
貨
の
購
買
力
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る

と
い
う
循
環
論
法
を
解
決
し
た
。
経
済
計
算
論
争
な
ど
で
計
画
経

済
を
鋭
く
批
判
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ミ
ー
ゼ
ス
は
福
祉

国
家
な
ど
大
き
な
政
府
は
介
入
主
義
で
あ
り
、
必
ず
経
済
を
停
滞

さ
せ
る
と
し
て
過
去
の
事
例
か
ら
批
判
し
た
。「
社
会
主
義
ー
経
済

学
社
会
学
的
研
究
」
で
は
、
社
会
主
義
や
マ
ル
ク
ス
主
義
を
痛
烈

に
批
判
し
、
当
初
社
会
主
義
者
だ
っ
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ハ
イ
エ

ク
ら
を
自
由
主
義
者
へ
と
変
え
た
。
貨
幣
的
景
気
理
論
も
有
名
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
の
経
済
学
者
ヨ
ル
ク
・
グ
イ
ド
・
ヒ
ュ
ル
ス
マ
ン

は
、
ミ
ー
ゼ
ス
は
二
○
世
紀
最
大
の
経
済
学
者
で
あ
る
と
評
価
し

て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
を
代
表
す
る
人
物
の
一
人
で
あ
り
、

現
代
自
由
主
義
思
想
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
著
名
な
弟
子

に
ハ
イ
エ
ク
が
い
る
。

　

一
方
、
一
九
○
四
年
に
福
井
県
敦
賀
郡
敦
賀
町
（
現
・
敦
賀
市
）

に
生
ま
れ
た
桑
原
武
夫
は
、
京
都
府
立
第
一
中
学
校
（
現
洛
北
高

等
学
校
）、
第
三
高
等
学
校
を
経
て
、
二
八
年
に
京
都
帝
国
大
学
文

学
部
仏
文
科
を
卒
業
。
旧
制
大
阪
高
校
教
授
兼
京
都
大
学
文
学
部

講
師
を
経
て
四
三
年
、東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
助
教
授
。
四
八
年
、

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
（
京
大
人
文
研
）
教
授
、
五
九
年
に

は
同
所
長
を
務
め
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
や
ア
ラ
ン
の
研
究
に
よ
り
、

フ
ラ
ン
ス
の
文
学
や
評
論
を
広
く
日
本
に
紹
介
し
た
。
京
都
帝
国

大
学
教
授
を
務
め
た
父
・
隲
蔵
と
交
流
の
あ
っ
た
西
田
幾
多
郎
や

内
藤
湖
南
ら
戦
前
の
京
都
学
派
の
碩
学
の
謦
咳
に
早
く
か
ら
じ
か

に
接
し
、
戦
後
は
同
年
代
の
吉
川
幸
次
郎
や
貝
塚
茂
樹
な
ど
京
都

学
派
の
中
心
的
存
在
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
的
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
に
主
導
的
な
役
割
を
担
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、

深
い
学
識
と
行
動
力
は
多
方
面
に
及
び
、
俳
句
を
論
じ
た
「
第
二

芸
術
論
」
は
議
論
を
呼
ん
だ
。
ま
た
、
京
大
人
文
研
を
本
拠
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
の
分
野
の
研
究
者
を
組
織
し
、
先
駆
的
な
学
際
共
同

研
究
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
、「
フ
ラ
ン
ス
百
科
全
書
の
研
究
」、「
ル

ソ
ー
研
究
」
な
ど
日
本
の
人
文
科
学
分
野
に
お
け
る
数
々
の
業
績

を
通
じ
て
、
梅
棹
忠
夫
ら
多
く
の
文
化
人
を
育
て
た
。
同
期
で
あ

る
今
西
錦
司
ら
と
と
も
に
登
山
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
五
八
年
に

は
京
都
大
学
学
士
山
岳
会
の
隊
長
と
し
て
、パ
キ
ス
タ
ン
領
の
チ
ョ

ゴ
リ
ザ
山
へ
の
登
頂
を
成
功
に
導
い
た
。
人
材
育
成
に
つ
い
て
、「
人

間
は
四
○
代
後
半
に
な
っ
た
ら
、
自
分
の
力
を
弟
子
な
り
後
進
な

り
に
分
け
て
あ
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
人
を
育
て
る
に
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
要
る
。
老
齢
に
な
っ
た
後
に
名
誉
職
の
よ
う
な
形
で
養

成
す
る
の
で
は
だ
め
だ
。
力
の
充
実
し
て
い
る
時
期
に
後
進
を
養

成
し
な
け
れ
ば
人
は
育
た
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
八
七
年
に
文

化
勲
章
を
受
章
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
ミ
ー
ゼ
ス
の
経
済
学
に
は
縁
は
な
か
っ
た
も

の
の
、学
生
時
代
に
同
じ
左
京
区
に
住
ん
で
い
た
桑
原
の
「
ル
ソ
ー

の
研
究
」、
吉
川
幸
次
郎
と
の
共
著
で
あ
る
「
新
唐
詩
選
続
編
」
や

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
「
赤
と
黒
」
の
翻
訳
は
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。

今
月
も
両
市
に
関
連
す
る
偉
大
な
経
済
学
者
・
思
想
家
を
紹
介
す

る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
ウ
ィ
ー
ン
市
が
所
蔵
す

る
ミ
ー
ゼ
ス
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　

■ 

杉
本
純 

 

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　

 

　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン

 

と

 

京
都    

127

GEKKAN-WIEN  November 2022  令和４年 11 月号  Nr. 394　平成元年創刊

https://www.jaif.or.jp/journal/japan/15040.html

本誌執筆者の主な著作
河野純一著「不思議なウィーン」
河野純一著「ウィーン遺聞」
河野純一著「ウィーンのドイツ語」
河野純一著「横顔のウィーン」

須永恆雄訳「ウィーンの内部への旅」
須永恆雄編訳「マーラー全歌詞対訳集」

近藤常恭著「ウィーンの街の物語」

福田和代共訳「サフィア」

杉本純の原子力の話Ⅱ 「ウィーンと京都」 の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています ：  http://wattandedison.com/Sugimoto.html


